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令和６年３月１３日 

 

『福島復興の視点・論点－原子力災害における政策と人々の暮らし－』の出版 
 

本書は、長期にわたる福島の復興に関して、福島長期復興政策研究会のメンバ

ーの有志が事故後 10 年以上経過した時点での視点・論点を提示することで、福

島の復興に向けた学術的かつ社会的な知的基盤に厚みを加えるとともに、国民

の一人ひとりが福島の問題を当事者として経験する手がかりを供することを目

的として、2024 年 2 月に出版した書籍である。 

本書は、専門も多様な執筆者が福島の復興に関する多彩な視点・論点を提示す

るところに最大の特色を有するものであり、出版を通じて国民の一人ひとりが

自分の興味・関心をもとに福島の問題を当事者として経験する手がかりを供す

るものである。また、本書は、国民全体で福島復興の“出口”を見定めるための

視点・論点を多角的に示す学術的にも実践的にも有用な書籍だと考えられる。 

 

１．本書の背景と目的 

2011年 3月に発生した福島原発事故とその

後の福島の復興をめぐっては、高度に科学的

な側面や政治的な側面があって、独特の語り

にくい雰囲気が漂っている。こうしたことも

あって、いつしか福島の問題は福島に閉じら

れたローカルな問題として矮小化され、多く

の国民にとって他人事になってしまっている。

しかし、福島の問題は、国民の未来の暮らし

にかかわる問題である。国民の一人ひとりが

自分の生活のなかに福島の問題の本質を探り

当て、その確かな経験をもとに未来の暮らし

に向けてどのように応答することができるの

か、これが問われているように思う。 

福島原発事故が発生してから 10 年以上が経過したが、福島の原子力災害から

の復興という道のりからすれば 10 年という時間はとても短い。廃炉や放射能汚

染への対処に限っても、さらに何十年、何百年という長い時間が要されるだろう。

本書は、この長期にわたる福島の復興に関して、福島長期復興政策研究会のメン

バーの有志が事故後 10 年以上経過した時点での視点・論点を提示することで、

福島の復興に向けた学術的かつ社会的な知的基盤に厚みを加えるとともに、国

民の一人ひとりが福島の問題を当事者として経験する手がかりを供することを
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目的とするものである。 

福島長期復興政策研究会とは、福島の長期にわたる復興のあり方や復興政策

のあり方を検討することを目的として、2018 年 5 月に設立した任意の研究会で

ある。筆者が同研究会の代表を務めており、設立以来、福島原発事故の発生に伴

って避難指示等が発令された原発避難 12 市町村、すなわち、双葉町、大熊町、

富岡町、浪江町、飯舘村、葛尾村、楢葉町、川内村、南相馬市、川俣町、田村市、

広野町を主たる対象として、現地視察、研究発表会、ヒアリング調査を 1～2 回

／月のペースで続けてきている。2024 年 1 月現在、職種も専門も多様な 133 人

のメンバーから構成されている（参考資料１を参照）。 

本書は、福島の復興に関する多彩な視点・論点を提示する類例のない書籍であ

ると自負している。なお、本書は、福島長期復興政策研究会の書籍としては、『福

島復興 10 年間の検証－原子力災害からの復興に向けた長期的な課題－』（川﨑

興太編集、丸善出版、2021 年）、『福島原発事故と避難自治体－原発避難 12 市町

村長が語る復興の過去と未来－』（川﨑興太編集代表、東信堂、2022 年）に続く

3 冊目のものである。あわせて読んでいただければ幸いである。 

 

２．本書の構成 

総ページ数は６５６ページであり、序を含めて全５部、序章を含めて全４３章

から構成されている（参考資料２を参照）。 

序では、本書の目的と意義について述べている。 

第１部では、総論として福島の復興に関する教訓を述べている。 

第２部では、福島の政策をめぐる視点・論点について、２１章にわたって述べ

ている。 

第３部では、福島の人をめぐる視点・論点について、８章にわたって述べてい

る。 

第４部では、福島の暮らしと伝承をめぐる視点・論点について、１２章にわた

って述べている。 

 

３．本書の意義 

本書は、大学教員、コンサルタント、メディア、漫画家、弁護士など、職種が

多様で、かつ、都市計画、法学、行政学、財政学、人類学、環境政策、水文地質

学など専門も多様な執筆者が福島の復興に関する多彩な視点・論点を提示する

ところに最大の特色を有するものであり、出版を通じて国民の一人ひとりが自

分の興味・関心をもとに福島の問題を当事者として経験する手がかりを供する

ものである。 
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原子力災害からの復興は、自然災害からの復興とは異なって、長い歳月が要さ

れる。しかし、特別な政策には必ず終期がある。政府は、終期を明示しているわ

けではないが、福島原発事故が発生してから 20 年後の 2030 年度を 1 つの節目

としてとらえているように思われる。こうした原子力災害からの復興の長期性

と特別な政策の終期ということを考えあわせた場合、福島原発事故が発生して

から 10 年以上が経過したいま、福島復興の“出口”を国民全体で見定めること

が重要だと考えられる。本書は、国民全体で福島復興の“出口”を見定めるため

の視点・論点を多角的に示す学術的にも実践的にも有用な書籍だと考えられる。 

 

 本書を出版するにあたり、一般財団法人住総研の 2023 年度出版助成を受け

ました。記して感謝申し上げます。 
 

 

 

 

  

（お問い合わせ先） 

福島大学 共生システム理工学類・教授 川﨑興太 

電 話：024-548-8283 

メール：kawasaki@sss.fukushima-u.ac.jp 
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福島長期復興政策研究会のメンバー（2024 年 1 月現在） 
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川﨑興太他編『福島復興の視点・論点－原子力災害における政策と人々の暮らし－』の目次 

 

序 

序 章 本書の目的と意義／川﨑興太 

 

第 1 部 総論 

第 1 章 福島の復興に関する教訓／川﨑興太 

 

第 2 部 福島の政策をめぐる視点・論点 

第 2 章 原発事故から 11 年、原発災害から生活再建と地域再生に向けて－「県民版原発災害か

らの復興ビジョン」の提案－／鈴木浩・田村泰生 

第 3 章 復興政策の目標とその指標を考える～いつかは来る東日本大震災・福島原子力災害に
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１．本書の背景と目的

●福島原発事故と福島の復興をめぐっては、高度に科学的な側面
や政治的な側面があって、独特の語りにくい雰囲気

●いつしか福島の問題は福島に閉じられたローカルな問題として
矮小化され、多くの国民にとって他人事に

●しかし、福島の問題は、国民の未来の暮らしにかかわる問題

●国民の一人ひとりが自分の生活のなかに福島の問題の本質を探
り当て、その確かな経験をもとに未来の暮らしに向けてどのよ
うに応答することができるのかが問われている

●本書は、長期にわたる福島の復興に関して、福島長期復興政策
研究会のメンバーの有志が事故後10年以上が経過した時点での
視点・論点を提示することで、福島の復興に向けた学術的かつ
社会的な知的基盤に厚みを加えるとともに、国民の一人ひとり
が福島の問題を当事者として経験する手がかりを供することを
目的とするもの



●2018年5月に設立

●川﨑興太が代表

●復興のあり方や復興政策のあり方の検討が目的

●職種も専門も多様
な133人から構成
される研究会

●現地調査や講演会
などを1～2回／月
のペースで開催

●研究の成果を出版

２．福島長期復興政策研究会

2021年1月出版 2022年7月出版



福島長期復興政策研究会のメンバー
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４．本書の意義

●本書は、大学教員、コンサルタント、メディア、漫画家、弁護
士など、職種が多様で、かつ、都市計画、法学、行政学、財政
学、人類学、環境政策、水文地質学など専門も多様な執筆者が
福島の復興に関する多彩な視点・論点を提示するところに最大
の特色を有するものであり、出版を通じて国民の一人ひとりが
自分の興味・関心をもとに福島の問題を当事者として経験する
手がかりを供するもの

●原子力災害からの復興の長期性と特別な政策の終期ということ
を考えあわせた場合、福島原発事故が発生してから10年以上が
経過したいま、福島復興の“出口”を国民全体で見定めること
が重要だと考えられ、本書は、国民全体で福島復興の“出口”
を見定めるための視点・論点を多角的に示す学術的にも実践的
にも有用な書籍
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